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会計区分 平成 25 年度
当初予算額

平成 24 年度
当初予算額 増減額 増減率

　一　般　会　計 256 億 6,000 万円 250 億 2,000 万円 6 億 4,000 万円 2.6％
　特　別　会　計 116 億 3,400 万円 104 億 7,400 万円 11 億 6,000 万円 11.1％

国民健康保険
事業勘定 43 億 3,000 万円 44 億 2,300 万円 △ 9,300 万円 △ 2.1％
直営診療所施設勘定 2 億 5,000 万円 2 億 4,800 万円 200 万円 0.8％

後期高齢者医療 8 億　700 万円 7 億 8,600 万円 2,100 万円 2.7％
介護保険 42 億 1,300 万円 40 億 1,300 万円 2 億円 5.0％
診療所 7,200 万円 7,500 万円 △ 300 万円 △ 4.0％
スキー場事業 1 億 8,600 万円 1 億 1,700 万円 6,900 万円 59.0％
工業団地造成事業 17 億 7,600 万円 8 億 1,200 万円 9 億 6,400 万円 118.7％

　企　業　会　計 85 億 1,300 万円 77 億 4,900 万円 7 億 6,400 万円 9.9％
病院事業 17 億 7,400 万円 10 億 4,300 万円 7 億 3,100 万円 70.1％
ガス事業 14 億 2,400 万円 13 億 6,800 万円 5,600 万円 4.1％
水道事業 15 億 5,900 万円 13 億 3,600 万円 2 億 2,300 万円 16.7％
下水道事業 37 億 5,600 万円 40 億　200 万円 △ 2 億 4,600 万円 △ 6.1％

計 458 億　700 万円 432 億 4,300 万円 25 億 6,400 万円 5.9％

■■会計別予算総額 ※企業会計の予算総額は、収益的支出及び資本的支出の合計額です。
（△はマイナスを表します）

平成２５年度　魚沼市の予算

かがやき続ける
平成 25 年度　魚沼市の予算・主要事業

将来像の実現に向けて
問　財政課☎７９２－９２０５　／　企画政策課☎７９２－１４２５

平成２５年度の予算について説明する大

平市長（予算説明記者会見・２月１９日）

市
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

■■誕
生
10
年
目
の
節
目
に
向
け

安
定
し
た
行
財
政
基
盤
構
築
を

　

昨
年
１２
月
の
魚
沼
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
第
２
期
目
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
期
目
で
は
、
主
に
職
員
数
の

削
減
や
公
共
施
設
の
整
理
再
編
な

ど
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
に
は

合
併
特
例
期
間
が
終
了
し
、
地
方

交
付
税
の
激
変
緩
和
期
間
へ
の
突

入
を
控
え
て
い
ま
す
。２
期
目
は
、

消
防
庁
舎
や
教
育
施
設
な
ど
、
市
民

の
安
全
や
公
共
の
福
祉
に
直
結
す

る
大
型
建
設
事
業
が
計
画
さ
れ
る

状
況
に
あ
っ
て
、
財
政
規
律
を
重

視
し
つ
つ
も
、
調
和
の
と
れ
た
行

財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
期
目
の
４
年
間
に
は
、
全
国

で
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
魚
沼
市
で
も
「
平
成
２３
年

７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
で
の
記

録
的
な
被
害
、
さ
ら
に
は
毎
年
の

よ
う
に
見
舞
わ
れ
る
豪
雪
な
ど
、

災
害
へ
の
備
え
が
待
っ
た
な
し
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
、
市

民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
維
持

向
上
さ
せ
る
た
め
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
任
期
中
に
は
、
魚

沼
市
が
誕
生
し
て
か
ら
１０
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
同
時

に
合
併
特
例
期
間
の
終
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
積
み
残
し
た
課
題

の
解
決
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安

定
し
た
行
財
政
基
盤
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

魚
沼
市
誕
生
後
の
１０
年
を
総
括

し
つ
つ
、
広
く
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
魚
沼
市
の
将
来
像

を
描
い
て
ま
い
り
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
の

　

確
立

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

魚
沼
市
版
「
緑
の
分
権
改
革
」

に
つ
い
て
は
、
林
地
系
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
利
活
用
を
図

る
な
ど
、
森
林
資
源
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
加
工
品
の
開
発
な

ど
と
併
せ
、
農
業
の
６
次
産
業
化

の
推
進
や
農
業
体
験
等
の
観
光
資

源
化
へ
の
取
組
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
民
の
身
近
な
医
療
を
担
う
機

関
と
し
て
、
県
立
小
出
病
院
に
替

わ
る
新
病
院
の
建
設
に
着
手
し
、

健
康
づ
く
り
か
ら
医
療
、
福
祉
や

介
護
ま
で
隙
間
の
な
い
持
続
可
能

な
地
域
医
療
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
育
」
を
市
政
発
展

の
成
長
戦
略
と
し
て
、
多
方
面
か

ら
取
組
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
地
域
の
食
文
化
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
食
」

は
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
産
業
の

振
興
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
各
方
面
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
す
そ
野
の
広
い
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
産
業
の
発
展
と
雇
用
創
出
の

　

推
進

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
富
な
地
下
水
を
持
つ
「
水
の
郷

工
業
団
地
」
へ
、
水
や
農
産
物
を

活
用
し
て
い
る
企
業
へ
誘
致
活
動

③
教
育
力
の
強
化

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
子
育
て

と
教
育
の
一
元
化
の
も
と
、
子
ど

も
達
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、「
魚
沼
市
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、「
幼
児
期
か
ら
青
年

期
ま
で
」
を
家
庭
や
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環

境
、
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る

　

地
域
づ
く
り

　

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

今
ま
で
の
形
で
は
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
共
助
」

の
仕
組
み
を
、
行
政
と
地
域
が
協

働
す
る
な
ど
の
新
た
な
形
で
再
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
平
成
２６
年
度
末
を
も
っ
て

地
域
審
議
会
の
設
置
期
間
が
終
了

す
る
守
門
・
入
広
瀬
地
域
に
お
い

て
は
、
北
部
振
興
事
務
所
の
機
能

を
強
化
し
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い
り

ま
す
。

⑤
次
の
世
代
に
安
心
し
て
引
き
継

　

ぐ
た
め
の
取
組

　

魚
沼
市
の
財
政
を
健
全
化
し
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私

た
ち
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
合
併

特
例
期
間
の
終
了
ま
で
あ
と
２
年

と
な
り
、
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
行
政
改
革
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
で
行
政

需
要
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
行
政
だ
け
が
担
っ

て
き
た
分
野
を
民
間
に
開
放
・
連

携
し
、
事
業
展
開
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
「
新

し
い
公
共
」
の
受
け
皿
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
市
役
所
の
ス
リ
ム
化

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
両
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

平
成
２５
年
度
予
算
が
市
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
消
防
庁
舎

建
設
事
業
や
各
種
重
点
施
策
関
連

予
算
に
よ
り
、
２
５
６
億
６
千
万

円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
２．６
％

（
６
億
４
千
万
円
）
増
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計

４
事
業
の
予
算
総
額
は
、
新
病

院
整
備
事
業
等
の
措
置
に
よ
り
、

８５
億
千
３
百
万
円
と
な
り
、
対
前

年
度
比
９．９
％
（
７
億
６
千
４
百
万

円
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
、
魚
沼
市
会
計
の
予

算
総
額
は
、
４
５
８
億
７
百
万

円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
５．９
％

（
２５
億
６
千
４
百
万
円
）
増
と
な

り
ま
し
た
。

■■
政
策
運
営
方
針
（
重
点
施
策
）

政
策
運
営
・
５
つ
の
柱
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一
方
市
債
は
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
に
よ
り
、
公
共
投
資
等
事
業

を
平
成
２４
年
度
予
算
へ
前
倒
し
計

上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
２０
％

減
の
２１
億
８
，
５
６
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
工

業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
へ
の

貸
付
金
の
た
め
に
積
立
し
て
い
た

基
金
の
取
崩
し
に
よ
り
、
繰
入
金

は
大
幅
増
の
１２
億
３
，
５
２
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市
税
全
体
で
３９
億
５
，

６
５
０
万
円
と
、
若
干
の
景
気
回

復
の
兆
し
に
よ
り
対
前
年
度
比

０．３
％
の
増
と
し
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
推
移
を
見
込
み
ま
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
消
防
庁
舎
建
設
や
目

黒
邸
屋
根
葺
き
替
え
な
ど
の
事
業

の
影
響
で
、
前
年
度
比
２０
・
９
％

減
の
１９
億
８
２
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
財
源
の
効
果
的
な
活
用

に
努
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

推
進
し
、
財
政
健
全
化
へ
向
け
て

効
率
的
な
財
政
運
営
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

の
１９
億
４
，
０
８
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
一
昨
年
度
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
災
害
の
災
害
復
旧
事
業
が

対
前
年
比
７９
・
７
％
減
の
１
億
４
，

３
９
０
万
円
と
な
っ
て
る
ほ
か
、

教
育
費
が
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

伴
う
平
成
２４
年
度
前
倒
し
事
業
等

　

歳
出
で
は
、
工
業
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
へ
の
貸
付
金

を
見
込
ん
だ
商
工
費
が
対
前
年

比
６４
・
３
％
の
増
で
、
２１
億
７
，

７
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
消
防
庁

舎
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、
消
防

費
が
対
前
年
度
比
２６
・
２
％
の
増

歳
出

一
般
会
計 歳

入
一
般
会
計

依
存
財

源

自
主

財
源

256 億 6,000 万円

地方交付税　46.4％
　　　　　119 億円

市債 8.5％
21 億 8,560 万円国庫支出金 5.7％

14 億 5,382 万円

県支出金 5.1％
13 億 1,674 万円

地方譲与税等 2.8％
7 億 1,530 万円※①

市税　15.4％
39 億 5,650 万円

諸収入　6.8％
17 億 4,691 万円

繰入金　4.8％
12 億 3,525 万円

財産収入等 0.3％
7,175 万円   ※②

分担金及び負担金
1.0％ 2 億 6,916 万円

繰越金
1.2％ 3 億円

使用料及び手数料
2.0％ 5 億 897 万円

68.5％

31.5％

256 億 6,000 万円

民生費　22.1％　　
56 億 6,400 万円

公債費　14.2％　　
36 億 3,674 万円

土木費　14.0％　　
35 億 9,370 万円

商工費　8.5％　
21 億 7,750 万円

総務費　8.4％　
21 億 6,500 万円

衛生費　8.1％　
20 億 7,640 万円

消防費　7.6％　
19 億 4,080 万円

教育費　7.4％　
19 億   820 万円

農林水産業費 4.0％
10 億 3,660 万円

諸支出金 3.6％
9 億 2,506 万円

議会費 0.8％
2 億   540 万円

災害復旧費 0.6％
1 億 4,390 万円

予備費 0.1％
3,000 万円

労働費 0.6％
1 億 5,670 万円

平成 25年度予算
スタート !! 256 億 6,000 万円

一般会計

141,483 円

安定した社会生活を
保障するための経費

市が借入れた地方債
の元利償還金額

公債費 90,844 円土木費 89,768 円商工費 54,393 円

道路橋りょう、河川、
水路、公園、市営住
宅等に要する経費

商工業、観光の振興
に要する経費

民生費 平成 25 年度は
ひとり当たり…

総務費 54,080 円衛生費 51,867 円消防費 48,480 円教育費 47,666 円農林水産業費 25,894 円その他 36,496 円

健康で衛生的な生活
環境を保持するため
の経費

消防、救急業務や防
災に要する経費

農業委員会、農業振
興、土地改良事業な
どの経費

労働関係経費、議会
活動、災害復旧に要
する経費　など

管理事務、戸籍、徴
税、選挙、人事、広
報発行に要する経費

学校、幼稚園等の施
設整備や教育内容の
充実に要する経費

640,971 円
の予算となります。

住民基本台帳人口：40,033 人

（H25.1.31 現在 )

平成２５年度　魚沼市の予算

地方譲与税　　　　 2 億 4,800 万円
利子割交付金　　　　　　800 万円
配当割交付金　　　　　    400 万円
株式等譲渡所得割交付金    100 万円
ゴルフ場利用税交付金　    500 万円

財産収入　　　　　　　 6,575 万円
寄付金　　                              600 万円

地方消費税交付金　 3 億 8,000 万円
自動車取得税交付金　　 5,000 万円
地方特例交付金　　　　 1,400 万円
交通安全対策特別交付金    530 万円

※内訳①　■地方譲与税等　7 億 1,530 万円 ※内訳②　
■財産収入等　7,175 万円

（対前年度比：6 億 4,000 万円増）

歳入・歳出ともに、円グラフ内の「％」は、構成比を表します。
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ふ
さ
ん

　
　
こ
っ
た

　
　
　
　
の
ん
し
。

　
「
タ
イ
ト
ル
が『
初
恋
』だ
っ
て
、

え
っ
？
」
と
、
市
役
所
の
広
報
担

当
の
方
が
、
こ
の
寄
稿
の
タ
イ
ト

ル
に
呆
れ
て
、
驚
い
て
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

実
は
先
日
、
池
袋
で
集
ま
り
が

あ
り
、
そ
の
帰
途
に
、
仲
間
の
女

性
の
Ｋ
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
。

道
す
が
ら
「
櫻
井
さ
ん
、
貴
方
に

は
良
い
『
ふ
る
さ
と
』
が
あ
っ
て
、

羨
ま
し
い
わ
。
私
に
は
『
ふ
る
さ

と
』
と
呼
べ
る
も
の
が
無
い
か
ら

寂
し
い
の
よ
。」
と
言
う
。

　

彼
女
は
４
年
前
の
２
月
と
昨
年

２
月
に
、
私
が
企
画
し
た
「
越
後

魚
沼
・
雪
見
の
旅
」
に
２
回
と
も

来
て
く
れ
た
。
豪
雪
と
冬
の
イ
ベ

ン
ト
や
温
泉
と
美
味
い
食
物
に
感

動
し
て
く
れ
た
一
人
で
あ
る
。

　

彼
女
の
生
ま
れ
は
北
海
道
で
、

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
す
ぐ
に

茨
城
県
日
立
に
転
居
。
そ
の
後
、

小
学
校
入
学
時
か
ら
鹿
児
島
、
広

島
、
名
古
屋
、
そ
し
て
福
岡
に
行

き
、
福
岡
の
大
学
を
卒
業
。
福
岡

で
会
社
に
勤
め
た
が
、
そ
こ
で
結

婚
。
そ
の
後
、
茨
城
県
日
立
に
住

み
、
家
も
建
て
た
が
、
１０
年
ほ
ど

前
に
東
京
の
豊
島
区
大
塚
に
転

居
。
２
年
前
か
ら
、
今
度
こ
そ
は

終
の
棲
家
と
思
っ
て
豊
島
区
駒
込

に
住
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
子
供
の

頃
は
先
生
も
生
徒
も
教
科
書
も
く

る
く
る
変
わ
る
流
転
の
人
生
だ
っ

た
そ
う
だ
。

　

最
近
ま
で
娘
さ
ん
が
３
人
目
の

出
産
の
た
め
、
孫
た
ち
が
自
宅
に

居
り
、
て
ん
や
わ
ん
や
。
よ
う
や

№ 5

「
初
恋
」
と
「
ふ
る
さ
と
」

く
先
日
、
娘
た
ち
が
大
阪
に
帰
っ

た
と
の
こ
と
。「
今
は
義
母
の
面

倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

よ
。
今
日
も
早
め
に
帰
ら
な
く

ち
ゃ
あ
。」
と
言
う
。

　
「
だ
か
ら
、
私
は
渡
り
鳥
だ
か

ら
、
思
春
期
に
『
初
恋
』
も
感
じ

た
こ
と
も
無
い
の
よ
。
あ
っ
と

思
っ
た
ら
、
ま
た
別
の
土
地
な
ん

だ
か
ら
。」
と
し
み
じ
み
と
お
っ

し
ゃ
る
。
そ
の
時
、
Ｋ
さ
ん
の
顔

が
若
々
し
い
女
性
の
顔
に
な
り
、

心
な
し
輝
い
て
見
え
た
。

　

今
更
、
山
の
彼
方
の
話
だ
が
、

も
ち
ろ
ん
私
は
魚
沼
で
思
春
期
を

過
し
た
。
中
学
３
年
か
ら
高
校
３

年
ま
で
、密
か
な
思
い
が
あ
っ
た
。

よ
う
や
く
思
い
が
通
じ
た
時
に

は
、
彼
女
は
横
須
賀
に
転
居
。
い

魚
沼
市
を
離
れ
、
都
心
へ
移
り
住
ん
だ
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー

櫻井  洋三さん 
東京小出会会長

今回寄稿いただいたのは…

（小出島出身）

です

わ
ゆ
る
、
文
通
で
高
校
時
代
を
過

ご
し
た
。甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
だ
。

誰
に
も
ほ
の
か
な
『
初
恋
』
は
あ

る
だ
ろ
う
し
、
概
ね
育
っ
た
『
ふ

る
さ
と
』
で
の
こ
と
だ
と
思
う
。

　

彼
女
に
は
そ
れ
が
無
い
。
Ｋ
さ

ん
の
『
ふ
る
さ
と
』
や
『
初
恋
』

願
望
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
、
私

も
あ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
、
年
甲
斐
も
無
く
胸
が
熱
く

な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
山

紫
水
明
の
あ
の
「
ふ
る
さ
と
魚

沼
」。
あ
の
得
が
た
い
、
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
魚
沼
」。

雪
解
け
の
素
晴
ら
し
い
春
の
季
節

を
迎
え
た
『
ふ
る
さ
と
』
に
、
望

郷
の
念
が
生
ま
れ
、
す
ぐ
に
で
も

帰
郷
し
た
く
な
っ
た
。

主 業事要
平成２５年度

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

保
健
と
医
療
と
福
祉
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
内
外
の
交
流
基
盤
の
整
備

市
道
整
備
事
業　

１
億
６
千
万
円

地
籍
調
査
事
業

１
億
３
，
３
０
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
局
支
援
事

業
（新）　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円

■
安
心
し
て
住
め
る
生
活
環
境
の

整
備

消
防
庁
舎
建
設
事
業

１０
億
８
，
１
８
０
万
円

■
美
し
い
空
間
・
景
観
の
整
備

公
園
長
寿
命
化
事
業

（新）４
０
０
万
円

■
豊
か
な
自
然
の
保
全
と
育
成

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業　
　

１
億
８
，
１
８
０
万
円

人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（新）

１
，
２
８
０
万
円

■
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
仕
組

み
づ
く
り
の
推
進

地
元
産
材
木
材
利
活
用
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
万
円

■
自
然
に
親
し
み
、
学
び
、
誇
り

を
持
て
る
ふ
る
さ
と
の
創
造

自
然
環
境
学
習
推
進
事
業

５
５
０
万
円

■
健
康
で
笑
顔
の
あ
る
暮
ら
し
の

創
造

小
児
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
事
業

２
，
４
６
０
万
円

■
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

新
病
院
整
備
事
業
（
企
業
会
計
）

８
億
１
，
７
５
０
万
円

  

く
ら
し
再
発
見

　
　

雪
の
く
に
ま
ち
づ
く
り

■
新
病
院
開
院
準
備
支
援
事
業

（新）

２
，
５
０
０
万
円

■
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

８
，
３
６
０
万
円

■
自
立
し
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
の
整
備

障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

１
億　

８
９
０
万
円

■
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
仕
組
み

の
構
築

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

事
業　
　
　
　

２
，
０
３
０
万
円

色
と
り
ど
り
の
四
季
と

人
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

技
術
を
育
て
地
域
産
業
を

創
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

産
業
の
創
出
と
育
成

木
材
集
積
場
整
備
調
査
事
業

（新）

２
４
０
万
円

■
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

金
融
対
策
事
業

４
億
１
，
２
７
０
万
円

■
雇
用
機
会
の
拡
大
に
よ
る
地
域

の
担
い
手
の
確
保

企
業
誘
致
対
策
事
業

１
，
４
４
０
万
円

私
た
ち
が
創
る

新
し
い
学
び
の
ま
ち
づ
く
り

■
市
民
が
参
加
す
る
学
校
づ
く
り

の
推
進

小
学
校
施
設
整
備
事
業

２
，
４
４
０
万
円

■
生
涯
学
び
続
け
る
仕
組
み
の
構
築

地
区
公
民
館
講
座
教
室
事
業

３
８
０
万
円

■
潤
い
の
あ
る
地
域
文
化
や
芸
術

の
振
興
と
創
造

目
黒
邸
屋
根
葺
き
替
え
事
業

３
，
５
０
０
万
円

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
創
る

参
画
と
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

１
，
６
４
０
万
円

地
域
と
の
「
絆
」
推
進
事
業

３
，
１
０
０
万
円

■
行
財
政
運
営
の
健
全
化

職
員
研
修
事
業　
　

２
７
０
万
円

■
楽
し
く
質
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

市
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業

８
８
０
万
円

メ
モ

　コミュニティＦＭ放送局は、一般的には市町村単位を

対象地域として放送される、地域密着型のＦＭラジオ放

送局のことです。具体的には、魚沼市内のイベントや交

通状況などのきめ細かい情報をいつでも、リアルタイム

に聞くことができるようになるとともに、多数の市民や

企業が運営に参加することにより、地域活性化や新たな

雇用が期待できることになります。また、災害時や緊急

時には、このコミュニティＦＭを活用することにより、

市内における正確な情報を、ラジオを通じていち早く、

確実に市民の皆さんにお知らせすることができます。

　このコミュニティＦＭ局は行政で開局することができ

ないため、市民をはじめとする民間での開局をめざし、

支援していくものです。

　２５年度は、開局準備のための予算を措置しています。

平成２５年度　魚沼市の予算

■コミュニティＦＭに関する問い合わせ先

　　　問企画政策課　☎７９２ー１４２５

コミュニティＦＭ開局支援事業

星
勉
氏
が

就
任

○
星
教
育
長
コ
メ
ン
ト

　
「
大
変
な
重
責
に
と
ま
ど
っ
て

お
り
ま
す
が
、
魚
沼
市
の
子
ど
も

た
ち
が
明
る
く
健
や
か
に
育
っ
て

い
け
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
魚
沼
市
で
は
、
自

然
豊
か
な
環
境
を
活
用
し
た
様
々

な
取
組
が
既
に
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

任
期
満
了
と
な
っ
た
松
原
道
子

前
教
育
長
の
後
任
に
、
星
勉
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

２５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２９
年
３

月
３１
ま
で
と
な
り
ま
す
。

育

教

長
に

星勉氏（井口新田）

【
略
歴
】
東
京
教
育
大
学
卒
。
昭
和

４６
年

新
潟
県
公
立
高
校
教
員
採
用
。
県
教
育
庁

高
等
学
校
教
育
課
指
導
係
、
同
管
理
係
、

六
日
町
高
校
校
長
を
歴
任
し
、
平
成
２１
年

３
月
に
退
職
。



市報うおぬま　2013. 4.10 　 8市報うおぬま9

【市　長】　　大平　悦子　
【副市長】　　中川　太一　
【教育長】　　星　　勉　

課
名
等

職
名

氏
名

前
年
度
所
属
・
職
名

総
務
課

課
長

小
幡　

誠
（
商
工
観
光
課
長
）

総
務
管
理
室
長

櫻
井
雅
人
（
湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

秘
書
広
報
室
長

佐
藤
和
裕
（
秘
書
広
報
室
長
）

危
機
管
理
室
長

山
本
健
一
（
総
務
管
理
室
長
）

企
画
政
策
課
課
長

酒
井　

修
（
企
画
政
策
課
長
）

企
画
政
策
室
長

森
山
徳
裕
（
企
画
政
策
室
長
）

ま
ち
づ
く
り
室
長

渡
辺
和
雄
（
ま
ち
づ
く
り
室
長
）

財
政
課

課
長

渡
邉
隆
夫
（
財
政
課
長
）

財
政
室
長

角
家
一
郎
（
財
政
室
長
）

税
務
課

課
長

佐
藤
利
明
（
税
務
課
長
）

税
務
室
長

青
木　

悟
（
税
務
室
長
）

市
民
課

課
長

星
正
太
郎
（
建
設
室
長
）

市
民
生
活
室
長

山
内　

壮
（
市
民
生
活
室
長
）

小
出
市
民
セ
ン
タ
ー
長
（
山
内　

壮
）（　
　

〃　
　

）

堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長

米
田
圭
子
（
堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

職員人事配置
平成 25 年度　魚沼市

入
広
瀬
分
室
長
浅
井
宏
一
（
北
部
振
興
事
務
所
副
参
事
）

福
祉
課

課
長（
福
祉
事
務
所
長
）

真
島
重
之
（
福
祉
課
長
）

厚
生
室
長
（
福
祉
事
務
所
次
長
）

金
澤　

真
（
厚
生
室
長
）

介
護
福
祉
室
長

山
田
弘
行
（
介
護
福
祉
室
長
）

南
山
荘
施
設
長
（
参
事
）

内
田　

一
（
南
山
荘
施
設
長
（
参
事
））

健
康
課

課
長

榎
本　

勝
（
健
康
課
長
）

健
康
増
進
室
長

佐
藤
洋
子
（
健
康
増
進
室
長
）

新
病
院
対
策
室
長

佐
藤
竜
郎
（
新
病
院
対
策
室
長
）

環
境
課

課
長

池
田
耕
太
郎
（
環
境
課
長
）

環
境
対
策
室
長

椿　

丈
夫
（
環
境
対
策
室
副
参
事
）

廃
棄
物
対
策
室
長

井
口　

均
（
廃
棄
物
対
策
室
長
）

農
林
課

課
長

星　

正
人
（
農
林
課
長
）

農
政
室
長

星
野　

隆
（
農
政
室
長
）

農
林
室
長

椛
沢
伸
幸
（
農
林
室
長
）

商
工
観
光
課

課
長

青
木　

進
（
商
工
振
興
室
長
）

商
工
振
興
室
長

富
永
幸
敏
（
介
護
福
祉
室
副
参
事
）

観
光
振
興
室
長

桜
井
幸
男
（
観
光
振
興
室
長
）

土
木
課

課
長

桜
井　

滋
（
土
木
課
長
）

建
設
室
長

佐
藤
吉
晴
（
建
設
室
副
参
事
）

都
市
整
備
室
長

羽
鳥
悠
治
（
都
市
整
備
室
長
）

議
会
事
務
局

事
務
局
長

小
幡
典
男
（
議
会
事
務
局
長
）

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

滝
沢
直
行
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

志
田　

敦
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

会
計
課

会
計
管
理
者（
課
長
）
渡
辺
賢
一
（
消
防
総
務
課
長
）

病
院
局

事
務
局
長

大
渕
好
文
（
社
会
福
祉
法
人
参
事
）

ガ
ス
水
道
局
局
長

椿　

正
道
（
ガ
ス
水
道
局
長
）

業
務
課
長

桜
井
芳
典
（
業
務
課
長
）

施
設
課
長

桑
原
一
彦
（
施
設
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
次
長

富
永　

弘
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

 

施
設
長
級
以
上
職
員
（
４
月
１
日
付
）

 

新
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

所
属

職
名

氏
名

市
民
課
市
民
生
活
室

主
事

髙
橋
良
輔

税
務
課
税
務
室

主
事

岡
部　

豊

所
属

職
名

氏
名

会
計
課

会
計
管
理
者

星　

義
葊

市
民
課

課
長

林　

悦
子

総
務
課

課
長

瀧
澤　

稔

病
院
局
堀
之
内
病
院

事
務
局
長

下
村
耕
平

商
工
観
光
課

参
事

山
本
慎
一

北
部
振
興
事
務
所
入
広
瀬
分
室

参
事

鈴
木
敏
昭

北
部
振
興
事
務
所

次
長

桜
井
鉄
夫

環
境
課
環
境
対
策
室

室
長

佐
藤　

修

つ
く
し
保
育
園

園
長

橘　

恵
子

ひ
が
し
保
育
園

園
長

長
谷
川
和
江

病
院
局
入
広
瀬
診
療
所
診
療
所
長

遠
藤
芳
夫

佐
梨
保
育
園

副
参
事
保
育
士

山
本
尚
子

福
祉
課
介
護
福
祉
室

主
任
准
看
護
師

佐
藤
桂
子

環
境
課
廃
棄
物
対
策
室
主
任
技
師

牛
木
富
雄

堀
之
内
小
学
校

主
任
調
理
師

下
村　

修

福
祉
課
南
山
荘

主
任
支
援
員

星
由
美
子

湯
之
谷
中
学
校

主
任
庁
務
員

佐
藤　

勇

北
部
振
興
事
務
所

主
任
技
能
庁
務
員

桜
井
三
永

市
民
課
広
神
市
民
セ
ン
タ
ー

主
任

山
下
美
弥
子

環
境
課
廃
棄
物
対
策
室
主
任

星　
　

武

財
政
課
財
政
室

主
事

臼
井
真
理
子

市
民
課
文
化
振
興
室

主
事

酒
井
久
枝

商
工
観
光
課
観
光
振
興
室

主
事

岡
本
秋
太
郎

教
育
委
員
会

指
導
主
事

太
田
通
宏

 

退
職
者
（
３
月
３１
日
付
）

子
ど
も
課
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

保
育
士

高
橋
亜
里
寿

子
ど
も
課
つ
く
し
保
育
園

保
育
士

雨
宮
愛
子

健
康
課
健
康
増
進
室

保
健
師

永
田
愛
美

健
康
課
健
康
増
進
室

保
健
師

岡
本
謙
一
郎

警
防
課

消
防
士

木
村
健
人

警
防
課

消
防
士

庭
山　

巧

管
理
主
事

加
藤
淳
一
（
教
育
委
員
会
管
理
主
事
）

指
導
主
事

関
原
一
成
（
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

指
導
主
事

水
嶌
繁
満
（
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

学
校
教
育
課
長

森
山
正
昭
（
学
校
教
育
課
長
）

生
涯
学
習
課
長

小
林
雅
巳
（
生
涯
学
習
課
長
）

子
ど
も
課
長

森
山　

強
（
子
ど
も
課
長
）

守
門
幼
稚
園
長
（
兼
務
）（
桜
井
真
知
子
）（
守
門
幼
稚
園
（
兼
務
））

入
広
瀬
幼
稚
園
長

村
山
あ
き
子
（
入
広
瀬
幼
稚
園
長
）

堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
長

林　

祐
子
（
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
副
園
長
）

湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
長

山
田
順
子
（
税
務
課
税
務
室
副
参
事
）

広
神
市
民
セ
ン
タ
ー
長
（
参
事
）

松
田
敏
彦
（
広
神
市
民
セ
ン
タ
ー
長（
参
事
））

文
化
振
興
室
長

八
海
昭
夫
（
文
化
振
興
室
長
）

北
部
振
興
事
務
所

所
長

青
山
春
彦
（
北
部
振
興
事
務
所
長
）

次
長

佐
藤
智
也
（
国
保
年
金
室
副
参
事
）

次
長

柳
沢
武
士
（
北
部
振
興
事
務
所
次
長
）

佐
梨
保
育
園
長

星　

弘
子
（
佐
梨
保
育
園
長
）

ひ
が
し
保
育
園
長

岡
村
豊
子
（
佐
梨
保
育
園
副
園
長
）

伊
米
ヶ
崎
保
育
園
長

佐
藤
圭
子
（
伊
米
ヶ
崎
保
育
園
長
）

つ
く
し
保
育
園
長

星
野
陽
子
（
つ
く
し
保
育
園
副
園
長
）

ひ
か
り
保
育
園
長

桜
井
洋
子
（
ひ
か
り
保
育
園
長
）

ふ
た
ば
西
保
育
園
長

滝
沢
み
ち
子
（
ふ
た
ば
西
保
育
園
長
）

ふ
た
ば
東
保
育
園
長

佐
藤
久
美
子
（
ふ
た
ば
東
保
育
園
長
）

守
門
保
育
園
長

桜
井
真
知
子
（
守
門
保
育
園
長
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

大
島
良
一
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

消
防
本
部
消
防
長

佐
藤
敏
彦
（
消
防
長
）

消
防
次
長

大
桃
勝
良
（
消
防
次
長
）

消
防
署
長

椛
沢
一
彦
（
消
防
署
長
）

消
防
総
務
課
長
山
之
内
勉
（
財
政
室
副
参
事
）

予
防
課
長

森
山
祥
一
（
予
防
課
長
）

警
防
課
長（
副
署
長
）
椛
沢
一
史
（
警
防
課
長
）

警
防
課
長
補
佐
星　

広
光
（
警
防
室
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
横
山
慶
一
（
警
防
室
係
長
）

消
防
署
渋
川
出
張
所
長

星
清
一
郎
（
警
防
室
渋
川
出
張
所
長
）

※
魚
沼
市
職
員
配
置
表
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
北
部
振
興

事
務
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

文
化
財
散
歩
番
外
編

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

　

古
い
歴
史
が
残
る
私
た
ち
の
住

む
魚
沼
に
は
、
古
文
書
が
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
を
紐
解
く
と
、
私
た
ち

の
先
祖
が
暮
し
て
い
た
時
代
が
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
先
人
た
ち
の

生
き
た
時
代
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
月
号
は
番
外
編
と
し
て
、
市

内
で
古
文
書
の
勉
強
を
し
、
魚
沼

の
歴
史
を
研
究
さ
れ
て
い
る
三
つ

の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
を

紹
介
し
ま
す
。

■
魚
沼
市
古
文
書
を
楽
し
む
会

　

魚
沼
全
域
の
文
書
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

・
活
動
日　

　
　

毎
週
水
曜
日
・
９
時
～
１２
時

　

・
会
場　

堀
之
内
公
民
館

■
魚
沼
市
古
文
書
に
親
し
む
会

　

井
口
家
文
書
や
魚
沼
地
域
の
文

書
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

・
活
動
日

　
　

第
一
・
第
三
金
曜
日

　
　

１３
時
３０
分
～
３
時
３０
分

　

・
会
場　

小
出
公
民
館

■
守
門
郷
土
史
研
究
会

　

目
黒
家
文
書
や
魚
沼
地
域
の
文

書
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

・
活
動
日

　
　

毎
月
一
回　

１４
時
～
１６
時

　

・
会
場　

守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

　　
※
三
団
体
と
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
生
涯
学
習
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

為    

改    

年
之     
祝

  

儀　

太 

刀   

一  

腰  

倒

  

来　
　

喜 　

    

悦   

候

　

謹　
　

言

　

正
月
十
六
日
景
勝

深
沢
和
泉
守
殿

○参考文献
　市指定文化財「上杉景勝書状」（個人蔵）

（写真提供：魚沼歴史民俗の会）

【
書
き
下
し
】

　

改
年
の
祝
儀
と
し
て

　

太
刀
一
腰
到
来

　

喜
悦
に
候

　

謹
言

　

正
月
十
六
日　

景
勝

　

深
沢
和
泉
守
殿

【
内
容
】

　

上
杉
景
勝
が
深
沢
和
泉
守
へ
送
っ

た
書
状
。

　

新
年
の
祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
太

刀
が
届
い
た
と
い
う
も
の
。

上
杉
景
勝
…
御
館
の
乱
に
て
上
杉
謙
信
の

跡
目
争
い
に
勝
利
し
、
上
杉
家
を
継
ぐ
。

深
沢
和
泉
守
…
上
杉
景
勝
の
執
政
、奉
行
。

活動のようす（魚沼市古文書を楽しむ会）

　

七
日
市
・
七
日
市
新
田
・
吉
田
・

大
沢
・
葎
沢
の
５
集
落
か
ら
な
る

「
薬
師
・
鳴
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
の
設
立
総
会
が
２
月
２３
日

に
開
か
れ
、
市
内
で
１１
番
目
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

会
長
に
は
、
準
備
会
か
ら
座
長

と
し
て
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
携

わ
っ
て
い
た
渡
部
良
司
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
会
長
は
、「
こ
の
協
議
会

トレーニングセンター「ヤッコム」で行われた
設立総会（中央向かって市長右側が渡部会長）

は
じ
め
ま
し
て
！

「
薬
師
・
鳴
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
で
す

は
、
皆
で
仲
良
く
、
お
互
い
に
協

力
し
合
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
つ
く

り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的

に
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地

域
全
体
が
や
さ
し
く
、
元
気
に
な

る
こ
と
で
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
治
会
同
士
が
手

を
結
ぶ
こ
と
で
効
果
が
あ
る
活
動

を
、
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
室　

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

訂正

　市報３月１０日号１１ページ・「文化財
散歩」で、下記のとおり誤りがありました
ので訂正いたします。

誤）　「大歳申戌」

正）　「大歳甲戌」



結の灯りキャンドルリレーイベント2013

 市報うおぬま11

1.26  スタートイベント

2.2  吹雪の神湯 昔語りの夜

2.9 小出雪まつりスキーカーニバル

2.10 小出国際雪合戦

2.11 雪中花水祝
2.23  ＳＵＨＡＲＡスノーカーニバル3.1  守門神社宮原押合大祭3.2   薬師スキーカーニバル

3.3   折立百八灯雪まつり

3.9   雪明かり雪中行群

3.9   東方稲荷春季例祭  大百八灯

小出郷文化会館で行われたスタートイベント。参加者の歌
声で、市内各地を結ぶ「結」イベントがスタートしました。

どこか懐かしい、古民家を思わせるような神湯温泉の会場
で、語り部さんたちによる魚沼の昔語りが行われました。

きんと冷えた小出スキー場で、どんど焼きなどが行
われ、集まった人たちが無病息災等を祈りました。

ゲレンデに巨大な雪壁が登場！見事な「結」の文字
とかわいいキャラクターがお目見えしました。

木樽に入った「木っ葉」と呼ばれる札を手に
するため、神社で押し合いが行われます。

毎年、県内外から多くの参加者が訪れる小出国際雪合
戦。子どもだけでなく、大人たちも童心に返って雪と
戯れた１日となりました。

その年に結婚した新婿が、「花水」を浴びせられお祝
いされる雪中花水祝。吹雪の中、新婿に花水が浴びせ
られるたびに観客から歓声が沸き、カメラのフラッ
シュが焚かれました。

ＬＥＤのたいまつを持ったスキーヤーに彩られたゲレンデに、
多くの人が魅了されました。

見所のひとつは折立名物・「６人餅つき」。見事なチー
ムワークであっという間にお餅がつき上がります。

雪山に「大」の文字が浮かび上がりました。神社までの道のり
はたくさんのろうそくが焚かれ、幻想的な雰囲気となりました。

入広瀬地域内約５ｋｍを歩く雪中行群。夜の澄んだ空気の中、多くの参加者が
白い息を吐きながらゴールを目指しました。
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ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
93

－長岡技術科学大学と包括的連携協定を締結

問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
34

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■２月の相談件数
　　　　…１４３件
　・電話　　５８件
　・来庁　　７０件
　・その他　１５件
{

消
費
者
ミ
ニ
知
識　

そ
の
③

若
者
に
多
い 
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
（
事
例
紹
介
）

　

前
回
・
前
々
回
に
引
き
続
き
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た

い
「
ミ
ニ
知
識
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

見
知
ら
ぬ
女
性
か
ら
「
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
中
。
来
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
か
ら
。」

と
突
然
電
話
が
あ
っ
た
。

　

怪
し
い
と
思
い
つ
つ
も
指
定
さ
れ
た
場
所

に
向
か
う
と
、
英
会
話
の
教
材
を
し
つ
こ
く

説
明
さ
れ
、
断
り
き
れ
ず
契
約
書
に
サ
イ
ン

し
て
し
ま
っ
た
…
。

■
こ
の
ケ
ー
ス
の
手
口
な
ど

■
こ
の
ケ
ー
ス
の
手
口
な
ど

ケ
ー
ス
３

４月から予防接種が変わります

ひとりで悩まないで

　　市民相談センター

　３月６日、魚沼市は長岡技術科学大学と「包括的

連携に関する協定」を締結しました。

　魚沼市は、合併時から長岡技術科学大学の教授か

ら助言を得るなど現在でも多くの分野で指導を受け

ていますが、包括的な連携協定を結ぶことで、市と

大学がこれまで以上に総合的に連携を深められるこ

とになります。具体的な連携の内容は今後、市と大

学で協議していくことになりますが、まちづくりや

教育・人材育成など幅広く連携していく予定です。

　産業分野においても、魚沼市が進める新エネル

ギー活用や環境施策について、大学の専門的な知識

やノウハウをもとに、指導・助言を受けるとともに、

将来を担う子どもたちに対する科学技術学習の講師

など教育現場での活用も期待されます。	

　また、市内の企業が大学を活用することで、その

最先端技術の応用により付加価値の高い新製品開発

に役立てることができ、更にものづくり分野での共

同研究や技術開発の促進が大きく期待されています。

　魚沼市では、これまでに産学官連携事業として大

学や企業との交流会を実施してきましたが、このた

びの連携協定により、このような取組を加速させ、

市内企業が研究開発のため、更に大学を活用しやす

い環境づくりを目指します。

大学の最先端技術を活用して、新製品を開発

市報うおぬま　2013. 4.10 　 12 市報うおぬま13

　

・
魚
沼
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　

☎
０
５
７
６
・
０
６
４
・
３
７
０

困
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
相
談
を

ＢＣＧ
　接種期間が生後１歳に至るまでに拡大します。標準的な接種期間
は生後５か月から８か月までの期間になります。

長期療養児

　免疫の機能に支障を生じさせる重篤な疾病にかかっていたことな
どの特別の事情により定期接種の機会を逃したと認められる方につ
いては、接種可能となったときから原則２年間、予防接種の機会が
確保されるようになりました。
※平成２５年１月３０日からすでに変更になっています。

日本脳炎

　積極的接種の差し控え（平成１７年５月３０日～平成２２年３月
３１日の期間）の影響を受けた方として、特例対象者の範囲に平成
７年４月２日～５月３１日生まれの方が追加されます。
　平成２５年度の積極的接種の対象者は、１期接種は７歳・８歳、
２期接種は１８歳になる予定です。詳細が決まりしだい、個別に通
知します。

３ワクチンの
定期接種化

　既に費用助成を行っていた子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワ
クチンが、法律に基づく定期接種になります。これに伴い、対象の
時期・間隔を過ぎると任意接種となり、接種費用も自己負担となる
場合があります。
　なお、子宮頸がん予防ワクチンの対象者が小学６年生から高校１
年生相当までの女子となりますが、標準的な接種期間は中学１年生
相当児のため、今までどおり中学１年生の女子へ接種の案内を個別
に通知します。

接種対象や接種期間が一部変更になりました。母子健康手帳を確認して、
対象となるものがないか確認しましょう。

風しん注意報が発令されています

　報告数は過去５年間でもっとも多く、
特に多い地域は近畿地方や首都圏。患者
の７割以上は男性で、そのうちの８割は
２０～４０代が占めました。

厚生労働省が作成している風しん注意喚起ポスター

　

特
典
に
つ
ら
れ
た
り
、「
話
を
き
く
だ
け

な
ら
…
。」
と
出
向
い
た
が
た
め
に
、
被
害

に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

見
知
ら
ぬ
相
手
か
ら
の
電
話
は
相
手
に
せ

ず
、
不
審
な
誘
い
は
断
り
ま
し
ょ
う
。
も
し

電
話
で
断
り
き
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
決

し
て
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
商
法

　
「
在
宅
ワ
ー
ク
で
簡
単
に
高
収
入
」
と
宣

伝
し
て
い
る
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
、
２０
万
円
の
前
払
い
金
を

支
払
っ
て
申
し
込
ん
だ
。

　

商
品
を
紹
介
す
る
た
め
、
自
分
の
ブ
ロ
グ

に
広
告
サ
イ
ト
を
貼
り
つ
け
た
け
ど
、
収
入

は
ほ
ん
の
わ

ず
か
。

　

し
か
も
、

業
者
の
連
絡

先
に
電
話
が

繋
が
ら
な
い

…
。

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

　
　
　
　
　  

セ
ー
ル
ス

ケ
ー
ス
４

電話の時点で
きっぱり断り、
安易に出向かないこと！

※
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト

　

ブ
ロ
グ
な
ど
の
、
自
分
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
商
品
を
紹
介
し
、
そ
の
広
告
サ
イ
ト
経
由

で
商
品
が
売
れ
た
場
合
に
報
酬
が
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
。

　
「
仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要
。
初
期
投
資

分
は
す
ぐ
に
取
り
戻
せ
る
。」
と
言
っ
て
、

登
録
料
や
商
品
の
買
い
取
り
、
資
格
試
験
講

座
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
ま
す
が
、
契
約
後
の

仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
は
な
く
、
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
手
口
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

今
月
号
（
４
月

１０

日
号
）
に
『
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
防
止
シ
ー

ル
セ
ッ
ト
』
を
折
込

み
ま
し
た
。

　

目
に
つ
く
所
に

貼
っ
て
、
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

努力せずに
お金が儲かるという
話は信用しないこと！

結 論 結 論

協定書に調印した魚沼市長と
長岡技術科学大学の新原学長

（協定書には大沢和紙が使用
されました）

業
者
に
全
然

連
絡
つ
か
な
い
よ
～
！

旅行券
あげますよ！

怪しいけど
旅行券かぁ…

じ
ゃ
あ
、
話
を
聞
く

だ
け
な
ら
…

№
48



市報うおぬま　2013. 4.10 　 14市報うおぬま15

フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　特別養護老人ホームの医師として勤める石飛幸三さんを講師に迎え、「口から物
を食べられなくなったらどうするか」、「人生の最終章をどのように迎えるか」につ
いての講演会が開催されました。会場となった地域振興センターのホールは３００
人を超える聴衆で埋め尽くされ、参加者は現役の医師である石飛さんが考える「平
穏死」についての講話を熱心に聞き入っていました。

『
人
生
の
最
終
章
』
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ま
す
か

３
月
18
日　
『
平
穏
死
と
い
う
選
択
』
講
演
会

　魚沼市で指導主事を努めた経験を持つ新潟県義務教
育課の小川司さんを講師に迎え、学習障害についての
ミニ講演会が子育て支援センター「ぱぴぷ」で行われ
ました。学習障害への理解を深め、一番身近な家族と
してできることなどをお話いただきました。

周りにいる自分たちにできること
ー 3.23  学習障害についてのミニ講演会

　堀之内小学校４年生の児童が、昨年１２月から
育ててきた鮭の稚魚を放流しました。３月１８
日に放流予定でしたが河川の増水により断念し、
２１日に無事に放流することができました。

また４年後に戻ってきてね
ー 3.21  堀之内小学校鮭の稚魚放流

「
も
の
ず
き
村
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

 

３
月
21
日 

農
林
水
産
省
で
表
彰
式

　

第
７
回
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
で
、「
魚

沼
園
芸
も
の
ず
き
村
」
が
食
料
産
業
局
長
賞

を
受
賞
し
、
３
月
２１
日
に
農
林
水
産
省
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、も
の
ず
き
村
の
活
動
で
あ
る『
地

域
の
交
流
の
場
を
創
出
し
、
高
齢
者
の
知
恵

を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
』
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

も
の
ず
き
村
の
村
長
・
仲
丸
幸
さ
ん
は
、

「
農
家
の
方
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
野
菜
を

囲
ん
で
、
ま
た
交
流
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

足
立
区
・
魚
沼
市
・

（財）
地
域
づ
く
り
振
興
公
社
協
定
調
印
式

自
然
体
験
を
通
じ
て
魚
沼
と
交
流
を

 

３
月
22
日 
足
立
区
魚
沼
自
然
教
室
協
定
調
印
式

　

東
京
・
足
立
区
の
中
学
生
に
、
魚
沼
市
内

で
農
業
等
を
中
心
と
し
た
『
田
舎
暮
ら
し
』

を
体
験
し
て
も
ら
う
「
足
立
区
魚
沼
自
然
教

室
」
を
平
成
２５
年
度
か
ら
３
年
間
開
催
し
、

一
年
間
に
約
５
千
人
の
受
入
れ
を
行
う
た
め
の

協
定
調
印
式
が
小
出
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
の
青
木
光
夫
教
育
長
は
「
毎
年

５
千
人
近
い
子
ど
も
た
ち
を
歓
迎
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
魚
沼
市

の
力
を
借
り
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
実

り
あ
る
体
験
学
習
に
し
た
い
で
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
表
彰
を
受
賞

３
月
21
日 

魚
沼
市
消
防
団
受
賞
報
告

　

魚
沼
市
消
防
団
が
「
平
成
２４
年
度
日
本
消

防
協
会
長
定
例
表
彰
」
で
優
良
消
防
団
表
彰

を
受
賞
し
、
表
彰
旗
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
防
災
思
想
の
普
及
・
消
防

施
設
の
整
備
・
そ
の
他
の
災
害
の
防
御
に
関

す
る
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の
成
績
が

特
に
優
秀
で
、
か
つ
、
他
の
模
範
と
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
報
告
を
受
け
、
市
長
は
「
消
防
団
の

活
動
へ
の
熱
意
と
団
結
力
が
認
め
ら
れ
た
受

賞
。
こ
れ
か
ら
も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

協定書には、大沢和紙が使用されました

表彰式に参加した、ものずき村村長の仲丸幸さん
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information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2013年4月10日号

 4.10

お知らせ版

く
　
ら
　
し

◆◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
４
月
２１
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、ベ
ビ
ー
用
品
、

自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品
（
壊
れ
て
い

る
物
の
受
入
や
家
電
製
品
、
衣
類
、
食

品
、日
用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
８
８
４
４

◆◆
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
　
　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
自
主

測
定
結
果

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
自
主
測
定
結
果

を
公
表
し
ま
す
。

単
位
：
ナ
ノ
グ
ラ
ム
Ｔ
Ｅ
Ｑ
毎
立

方
メ
ー
ト
ル
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は

１０
億
分
の
１
グ
ラ
ム
）

※
Ｔ
Ｅ
Ｑ
と
は
毒
性
等
量
で
あ
り
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
は
、
お
び
た

だ
し
い
種
類
の
化
合
物
が
存
在
し
、

人
に
対
す
る
毒
性
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
ど
の
化
合
物
か
で
あ
る

か
に
よ
っ
て
も
毒
性
が
異
な
り
ま

す
。
基
準
の
異
な
る
も
の
を
同
じ

毒
性
に
換
算
し
、
比
較
で
き
る
よ

う
に
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。

問
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼

☎
７
９
２
・
９
９
０
０

◆◆
環
境
美
化
運
動
月
間

　
「
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
ポ
イ
捨

て
ご
み
の
一
掃
」
及
び
「
環
境
美

化
の
啓
発
」
を
目
的
と
し
た
運
動

で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
４
月
２０
日
～
５
月
１９
日

◦
昨
年
度
の
環
境
美
化
運
動
の
報
告

　

多
く
の
皆
様
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
延
べ
参
加
団
体
…
２
９
７
団
体

・
延
べ
参
加
者
数
…
１
２
、３
３
９
人

・
回
収
し
た
ご
み
の
量
…
約
９．４
ト
ン

問
環
境
対
策
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
６

規
制
値
23
年
度
24
年
度

Ａ
系
炉

５

０．９８

１．４

Ｂ
系
炉

５

１．１

２．１

結
果

い
ず
れ
も
規
制
値
以
内

を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会

　

市
議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
に
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

☎
７
９
９
・
４
６
０
２

日

場

１９時から２時間程度
4/23 ㈫

伊
米
ヶ
崎
公
民
館

湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

4/24 ㈬
田
川
集
会
所

田
中
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

4/25 ㈭
守
門
庁
舎

大
栃
山
農
林
会
館

日
５
月
１１
日
㈯
①
９
時
～
１０
時
、
②

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
、
受
付
…
①

８
時
３０
分
か
ら
、
②
１０
時
か
ら

場
響
き
の
森
公
園
管
理
棟
向
か
い

側
の
駐
車
場
（
東
屋
）

みどりの月間①　期４月１５日～５月１４日　期間中の５月４日「みどりの日」は国民の祝日で、
国民一人ひとりが自然に親しむとともに、その恩恵に感謝し、豊かな心を育む日です。

みどりの月間②　期４月１５日～５月１４日　期間中に、東京において「みどりの式典」及び「み
どりの感謝祭」をはじめ、全国各地で「みどり」に関するさまざまな行事を重点的に開催しています。

桜
づ
つ
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
７
９
３
・
７
１
６
６

場
受
付
：
魚
野
川
河
川
改
修
資
料
館

◦
コ
ー
ス
…
新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
「
桜
づ
つ
み

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
福
山
橋

コ
ー
ス
（
７
キ
ロ
）、
青
島
大
橋

コ
ー
ス
（
４
キ
ロ
）

８
時

３０
分
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
受
付

８
時

４５
分
受
付

９
時

１０
分
開
会
式
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
習
会

９
時

３０
分
ス
タ
ー
ト

１２
時

終
了
（
予
定
）　

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
で
正
し

い
知
識
を
学
び
な
が
ら
お
花
見
新

緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

す
。
豚
汁
と
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
小
雨
決
行
。

講
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
公
認
指
導
員
・

星
俊
寛
さ
ん
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
（
安
全
誘
導
）

対
歩
け
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

定
１
５
０
人
（
う
ち
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２８
人
）

￥
２
０
０
円

持
歩
き
慣
れ
た
靴
、
飲
物

〆
４
月
２５
日
㈭

　

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
健
康
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
せ

ん
か
？
効
果
的
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
。

４⁄２８㈰

内
種
類
は
椎
茸
・
ナ
メ
コ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
お
昼
に
キ
ノ
コ
汁

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
菌
の
種
類
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

￥
５
０
０
円
定
①
・
②
各
２０
人

持
軍
手
、
椀
、
箸
、
お
に
ぎ
り
、

飲
み
物
〆
５
月
１
日 

㈬

他
事
前
に
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

車
で
お
越
し
の
際
は
響
き
の
森
公
園

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
７
９
２
・
１
３
３
６

℻
７
９
３
・
７
８
６
８

う
お
ぬ
ま
森
の
学
校
『
キ
ノ
コ
の
菌
打
ち
』

皇大市５⁄５㈰

日５月～１０月の
　第１日曜日

場皇大神宮参道
　（堀之内）

内手工芸品や自家製野菜、
　花などの販売

￥出店料…３００円、テント料…５００円
　業者は売上の１０％

申問堀之内商工会☎７９４・２４３３

出展者募集

　

経
済
産
業
省
は
、
東
北
電
力
株

式
会
社
か
ら
、
現
行
の
電
気
料
金

を
平
均
１１
・
４１
％
引
き
上
げ
る
な

ど
の
電
気
供
給
約
款
の
変
更
認
可

申
請
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

申
請
内
容
の
審
査
に
あ
た
り
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◦
資
料
入
手
方
法

　

電
子
政
府
の
総
合
窓
口（e-Gov

）

ま
た
は
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

H
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.enecho.

m
eti.go.jp/

◦
意
見
募
集
期
間

５
月
９
日
㈭
ま
で
（
必
着
）

※
公
聴
会
（
文
末
記
載
）
が
予
備
日
も

開
催
さ
れ
る
場
合
は
５
月
１０
日
㈮
ま
で

◦
意
見
提
出
先
・
提
出
方
法

⑴
郵
送
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
意
見
提
出
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
宛
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
：
〒
１
０
０
︲
８
９
３
１
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
丁
目
３

番
１
号　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
電

力
市
場
整
備
課
「
国
民
の
声
」
担

当⑵
電
子
メ
ー
ル
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
意
見
提

出
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
：denkiryokin-

pubcom
m
e@
m
eti.go.jp

⑶
電
子
政
府
の
総
合
窓
口「e-Gov

」

の
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム
…e-Gov

（http://search.e-gov.go.jp/

servlet/Public

）
の
意
見
提
出

フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
意
見
提
出
様
式

に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

他
・
意
見
は
日
本
語
で
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
ま
と
め
て
回
答
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
・
連
絡

先
等
を
除
き
、
意
見
に
つ
い
て
は

全
て
公
開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
意
見
中
に
個
人

情
報
や
個
人
・
法
人
等
の
財
産
等

を
侵
害
す
る
表
記
が
あ
る
場
合
に

は
、
公
表
の
際
に
当
該
箇
所
は
公

開
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
に
附
記
さ
れ
た
氏
名
、
連
絡

先
等
の
個
人
情
報
は
、
意
見
公
募
に

関
す
る
業
務
に
の
み
利
用
し
ま
す
。

◦
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

日
５
月
９
日
㈭
９
時
か
ら

予
備
日
：
５
月
１０
日
㈮

※
意
見
陳
述
人
が
多
数
の
場
合
は

１０
日
も
開
催
し
ま
す
。

場
仙
台
合
同
庁
舎
８
階
講
堂

（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３

丁
目
３
番
１
号
）

　

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東
北
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
値
上
げ
認
可
申
請
等
に
係
る

　「
国
民
の
声
」
を
募
集
し
ま
す

経済産業省

問
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
☎
０
３
・
３
５
０
１
・
１
５
１
１
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健
康
・
福
祉

◆◆
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の

料
理
教
室

　

春
を
い
た
だ
く
元
気
レ
シ
ピ
。

春
の
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
、

元
気
も
り
も
り
。

日
４
月
１７
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
対
男
性
定
先
着
２０
人

￥
５
０
０
円
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
、
筆
記
用
具

〆
４
月
１５
日
㈪

申
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

◆◆
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の
　

ご
家
族
（
４０
歳
～
７４
歳
）
へ

⑴
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を

送
付
し
ま
す

　

４
月
中
に
加
入
者
の
自
宅
に
送

付
し
ま
す
。

⑵
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

対
全
国
健
康
保
険
協
会
加
入
者
お

よ
び
被
扶
養
者
（
40
歳
～
74
歳
）

場
住
民
健
診
会
場
ま
た
は
協
会
け
ん

ぽ
と
契
約
し
て
い
る
健
診
医
療
機
関

￥
基
本
的
な
健
診
の
み
の
場
合
は

無
料
（
詳
細
な
健
診
は
有
料
）

　

市
の
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
人
材
育
成
の
た
め
、
最
終
的
に

手
話
奉
仕
員
へ
の
登
録
を
目
的
と

し
た
講
座
で
す
。
講
義
と
、
聴
覚

障
害
者
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
実

技
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
５
月
１４
日
㈫
～
１２
月
２４
日
㈫

（
予
定
）
１９
時
３０
分
～
２１
時
（
毎

週
火
曜
日
計
３１
回
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
内
基
礎
課
程

対
過
去
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
ま
た
は
基
礎
課
程
、

市
外
受
講
可
）
を
修
了
し
た
人
、

ま
た
は
同
等
程
度
の
技
能
が
あ
る

子
　
ど
　
も

◆◆
ふ
た
ば
東
保
育
園
あ
そ
び
広
場

　

保
育
園
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
い

た
り
、
お
友
だ
ち
や
お
母
さ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
心
と
体
を

ふ
れ
あ
っ
て
楽
し
く
あ
そ
び
ま
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
、

遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
毎
月
第
２
水
曜
日
（
５
月
～
平

成
２６
年
３
月
）
９
時
～
１１
時

場
ふ
た
ば
東
保
育
園

内
自
由
あ
そ
び
・
リ
ズ
ム
体
操
等

対
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

生
涯
学
習
・
公
民
館

❶❶
健
康
体
操
教
室

　

体
ほ
ぐ
し
や
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
誰
に

で
も
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

日
５
月
～
１１
月
の
第
２
・
４
火
曜

日
（
計
１４
回
）
１９
時
４５
分
～
２１
時

場
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

講
佐
藤
愛
子
さ
ん
（
三
渕
沢
）

対
ど
な
た
で
も

￥
１
、０
０
０
円
（
計
１４
回
分
）

定
２５
人
〆
定
員
に
な
り
次
第

❷❷
俳
句
教
室

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
対
象
の
俳

句
実
作
講
座
で
す
。

日
５
月
～
１２
月
（
８
月
は
除
く
）

第
２
木
曜
日
（
計
７
回
）
１３
時
３０

分
～
１５
時
３０
分

場
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

講
山
之
内
喜
七
さ
ん
（
並
柳
）

対
ど
な
た
で
も

￥
１
、０
０
０
円
（
計
７
回
分
）

守
門
公
民
館

申
☎
７
９
７
・
２
２
６
１

（
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

人
（
市
内
在
住
者
優
先
）

￥
３
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

定
先
着
２５
人
〆
４
月
２４
日
㈬
必
着

申
「
手
話
講
座
申
込
み
」
と
記
入

し
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話

番
号
（
携
帯
電
話
可
）・
過
去
の

修
了
課
程
（
入
門
、
基
礎
等
）
を

明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
日
、受
講
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
…
〒
９
４
６
‐
８
５
１
１

大
沢
２
１
３
番
地
１　

厚
生
室

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

問
厚
生
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
７

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

募
　
　
　
集

❶❶
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

◦
主
な
受
注
内
容

　

枝
下
ろ
し
、
庭
木
剪
定
、
襖
、
障
子
、

網
戸
等
張
替
え
、
大
工
仕
事
、
土
木
工

事
補
助
、　

池
の
泥
上
げ
、
部
屋
掃
除
、

倉
庫
整
理
、
草
取
り
、
草
刈
り
、
賞
状

書
き
、
宛
名
書
き
、
車
の
運
転
、
家
屋

◆◆
生
物
多
様
性
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

４
月
下
旬
頃
か
ら
市
内
の
植
物

や
野
鳥
、
昆
虫
（
ト
ン
ボ
類
、
チ

ョ
ウ
類
）
を
対
象
に
し
た
生
息
調

査
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
生
物
に

興
味
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
説
明
会
に
参
加
し

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
説
明
会

日
４
月
２３
日
㈫
１９
時
～
２０
時

場
小
出
庁
舎
３
階
３
０
２
会
議
室

問
環
境
対
策
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
６

魚
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

申
問
☎
７
９
２
・
３
７
７
８

制
度
・
手
続
き

❶❶
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
事
業

　
市
内
の
建
物
で
、
露
出
し
た
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
工
事
ま
た

は
、
含
有
の
有
無
に
係
る
調
査
に

対
し
、
補
助
を
行
う
制
度
で
す
。

　

平
成
２５
・
２６
年
度
に
除
去
等
の

工
事
を
お
考
え
の
人
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
①
不
特
定
多
数
の
人
が
共
同
で

利
用
す
る
建
物
で
３
０
０
㎡
以
上

で
あ
る
こ
と

②
除
去
等
工
事
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

有
さ
れ
て
い
る
と
調
査
済
み
の
も
の

③
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
、
す
べ

て
対
象
外
で
す
。

￥
補
助
金
の
額

　

除
去
等
の
工
事
に
係
る
費
用

（
復
旧
費
、
消
費
税
は
除
く
）
の

３
分
の
１
以
内
（
１
件
当
た
り
限

度
額
１
５
０
万
円
）

❷❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

　

克
雪
住
宅
の
新
築
及
び
増
改
築

を
行
う
人
に
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

内
①
融
雪
式
…
補
助
対
象
工
事
費

の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

②
そ
の
他
方
式
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１３
・
２
％
（
限
度
額
３３
万
円
）

③
要
援
護
世
帯
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

対
市
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築（
改
良
）

し
在
住
す
る
人
で
、
以
前
に
こ
の
補

助
制
度
を
受
け
て
い
な
い
人

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
、
す
べ

て
対
象
外
で
す
。

定
今
年
度
５０
件
程
度
を
予
定
、
予

定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

❸❸
木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
事
業

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
耐
震
診
断
及
び
改
修
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

⑴
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

内
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
自
己
負

担
１
万
円
で
実
施
（
費
用
７
万
円

の
う
ち
、
市
か
ら
６
万
円
補
助
）

対
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工

の
１
戸
建
て
個
人
所
有
の
木
造
住
宅

定
今
年
度
１０
件
を
予
定
、
予
定
件

都
市
整
備
室

申
☎
７
９
９
・
３
１
３
４

　

次
の
①
～
③
の
事
業
は
、
市
内

在
住
者
が
対
象
で
、
事
前
申
請
と

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
募
集
枠
に

達
し
た
時
点
で
締
切
り
ま
す
。

￥
無
料
持
水
筒（
麦
茶
・
湯
冷
ま
し
）

申
ふ
た
ば
東
保
育
園
☎
７
９
９
・
２
０
５
８

◆◆
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
　
　

非
常
勤
一
般
職
員

・
募
集
定
員
…
１
人

・
応
募
資
格
…
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

・
職
務
内
容
…
ご
み
搬
入
受
付
業
務
等

・
勤
務
地
…
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼

・
採
用
期
日
…
５
月
１
日
㈬
か
ら

・
賃
金
…
月
額
１０
万
８
、５
０
０
円

・
勤
務
時
間
…
早
番
８
時
～
１５
時
、

遅
番
１０
時
３０
分
～
１７
時
３０
分
（
週

３０
時
間
）、
休
日
は
シ
フ
ト
制

・
選
考
方
法
…
４
月
２５
日
㈭
１３
時

◆◆
農
林
室
臨
時
職
員
（
作
業
員
）

・
募
集
定
員
…
３
人

・
応
募
資
格
…
普
通
自
動
車
免
許

・
任
用
期
間
…
６
月
３
日
㈪
～
１１

月
２９
日
㈮

・
職
務
内
容
…
林
道
の
維
持
管
理

等
の
冬
囲
い
、
囲
い
外
し
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
（
降
雪
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
）、
お
年
寄
り
の
世
話
、
食
事
の

支
度
、
洗
濯
、
買
い
物
、
そ
の
他

❷❷
入
会
説
明
会

　

働
く
意
欲
の
あ
る
６０
歳
以
上
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
毎
月
１５
日
（
土
日
祝
祭
日
の
場

合
は
開
催
日
繰
り
下
げ
）

場
小
出
公
民
館
２
階
会
議
室

数
に
達
し
次
第
終
了

⑵
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額
７５
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
総
合
評
点
が
１．０
未
満
の
木
造

住
宅

定
今
年
度
１
件
を
予
定
、
予
定
件

数
に
達
し
次
第
終
了

⑶
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

（
部
分
補
強
・
シ
ェ
ル
タ
ー
化
等
工
事
）

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額
３０
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
総
合
評
点
が
０．７
未
満
の
木
造

住
宅

定
今
年
度
１
件
を
予
定
、
予
定
件

数
に
達
し
次
第
終
了

職
員
等
の
募
集

３０
分
か
ら
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
に

て
面
接
試
験

・
応
募
方
法
…
市
販
の
履
歴
書
に

明
記
し
、
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
へ

提
出

・
締
め
切
り
日
…
４
月
１８
日
㈭

・
申
し
込
み
先
…
廃
棄
物
対
策
室

（
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
）

☎
７
９
２
・
９
９
０
０

禁煙の日　日４月２２日㈪　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

食育の日　日４月１９日㈮　毎月１９日は「食育の日」です。朝ご飯をきちんと食べましょう。

業
務
（
除
草
、
側
溝
清
掃
等
）

・
勤
務
地
…
市
内
の
林
道

・
賃
金
…
１
日
６
、８
２
０
円

・
勤
務
時
間
…
８
時
３０
分
～
１７
時

１５
分
（
週
５
日
）

・
選
考
方
法
…
書
類
審
査
、
面
接

・
申
し
込
み
先
…
所
定
の
申
込
書

と
履
歴
書
を
農
林
室
（
広
神
庁

舎
）
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
農
林
室
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
入
手
で
き
ま
す
。

・
申
込
受
付
期
間
…
４
月
２２
日
㈪

～
４
月
２６
日
㈮

・
郵
送
先
…
〒
９
４
６
︲
８
５
５
５

今
泉
１
４
８
８
番
地
１　

農
林
室

問
農
林
室
☎
７
９
９
・
４
６
０
３

持
特
定
健
康
診
査
受
診
券
、
保
険

証
、
自
己
負
担
金
（
詳
細
な
健
診

が
必
要
な
場
合
）

※
退
職
等
に
よ
り
保
険
証
を
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
受
診

券
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

⑶
新
た
に
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入

（
平
成

２５
年
１
月
以
降
）
し
た
ら

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
交
付

申
請
が
必
要
な
の
で
、
事
前
に
協

会
け
ん
ぽ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
５
・
２
４
２
・
０
２
６
４
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  ４月 16 日～ 30 日 行事カレンダー
16 火 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

17 水 ブックスタート
（13:00/ 小出子育て支援センターぱぴぷ）

18 木 清心保育園であそぼう（10:00/ 清心保育園）
19 金
20 土 ブックスタート（10:00/ 広神図書館）

21 日

日曜なんでも相談会・要予約
（8:30/ 市民相談センター）

リサイクルハウス
（13:00 ～ 15:00/ エコプラント隣）

人権なんでも相談・行政相談
（13:00 ～ 16:00/ 広神コミュニティセンター）

弁護士無料相談・要予約
（13:30 ～ 16:00/ 広神コミュニティセンター）

ホッとスペース「ひまわり」
（13:00/ 広神コミュニティセンター）

22 月
23 火
24 水

25 木

第 1 回農業委員会総会（13:30/ 広神庁舎）
年金相談日
（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約・長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
プラネタリウム定期投影
（19:00/ 堀之内公民館）

26 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
27 土 目黒邸資料館開館初日（9:00/ 目黒邸資料館）

28 日 ホッとスペース「ひまわり」
（13:00/ 広神コミュニティセンター）

29 月
30 火

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場
乳児

（４か月児） H25 年 1 月 30 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児 H23 年 10 月 15 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 H23 年 5 月 22 日㈬

３歳児 H22 年５月 29 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、健康増
　進室に連絡のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２４日㈮
10:45 ～ 11:00 対５月生まれ

土曜開放日 １１日
9:00 ～ 11:30 広場を開放します

ヨガ教室 １１日㈯
10:00 ～ 11:00

対 就学前までのお
　子さんの母親

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
　より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２１日㈫
10:45～11:00 対５月生まれ

身長・体重計測 ２１日㈫
9:00 ～ 12:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター １０日㈮
10:00 ～ 11:15 親子でふれ合って遊ぼう

入広瀬保健センター １７日㈮
10:00 ～ 11:15

子育て支援センター５月 問健康増進室
☎ 792・9763

５月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H25 年 2 月生の
乳児の養育者

10 日
㈮

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ 2

H24 年 10 月生の
乳児の養育者

14 日
㈫

離乳食講習会
ステップ 3

H24 年 7 月生の
乳児の養育者

21 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨き）

H24 年 5 月生 28 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 に乳
　児を同伴する場合はバスタオル

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

各
種
相
談
等

◆◆
商
工
業
者
向
け
無
料
相
談
会

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の

相
談
会
で
す
。

日
５
月
１
日
㈬
１０
時
～
１２
時

場
小
出
商
工
会

内
相
談
内
容
は
１
件
３０
分
程
度

申
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４
（
要
予
約
）

４⁄２９（祝・月）１２時から

浦町Ｕエリア春祭り
問浦町商店街・青柳☎７９２・００４３

場浦町Ｕエリア内
　（浦町通り）

内フリーマーケット、
　お楽しみ抽選会ほか

通行止め案内

日４月２９日㈷㈪８時～２１時
内主要地方道小出・只見線の一部が車輌
　通行止めとなります。迂回路（県道虫

　野・小出（停）線、他）を利用してください。

フリーマーケット出店者募集

日受付…１１時から、開始…１２時から
￥１店舗５００円（１区画２ｍ×２ｍ）当日徴収
定２５店舗（予定）※食品（加工品）、医療品、生き物以外
〆４月２２日㈪
他当日Ｕエリア内は車輌通行めとなります。駐車場がありま
　せんのでご了承ください。

◆◆
油
絵
・
山
本
夬さ
だ
よ
し可

作
品
展

日
４
月
１
日
㈪
～
５
月
１３
日
㈪

場
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
こ

ま
み
の
湯
」

内
作
品
展
「
風
景
・
静
物
画
（
油

絵
）」
対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
山
本
☎
７
９
２
・
６
２
０
２

◆◆
い
け
ば
な
諸
流
魚
沼
会
花
展

テ
ー
マ
「
花
、
心
つ
な
げ
て
」

日
４
月
２８
日
㈰
９
時
～
１７
時
、

４
月
２９
日
㈷
㈪
９
時
～
１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

ホ
ー
ル
￥
無
料

問
い
け
ば
な
諸
流
魚
沼
会
・
大
平

☎
７
９
４
・
３
１
９
９

◆◆
写
真
の
撮
り
方
講
演
会

日
４
月
２０
日
㈯
開
場
１３
時

講
演
１３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分（
予
定
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

研
修
室

内
写
真
家
に
よ
る
写
真
撮
影
の
講
演

講
写
真
家
・
橋
本
浩
市
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
魚
沼
市
写
真
協
会
会
長
・
桜
井

☎
７
９
４
・
３
８
１
５

◆◆
囲
碁
・
将
棋
会
総
会
及
び

記
念
大
会

日
４
月
２１
日
㈰
受
付
８
時
３０
分
、
開

始
９
時
場
小
出
北
部
公
民
館
２
階

内
総
会
終
了
後
、
記
念
大
会

◦
囲
碁
の
部
・
将
棋
の
部

※
い
ず
れ
も
グ
ル
ー
プ
別
、
対
局

５
局
（
ス
イ
ス
方
式
）

◆◆
舞
踊
の
つ
ど
い

　

市
内
の
舞
踊
団
体
が
繰
り
広
げ

る
、
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
４
月
２１
日
㈰
開
演
１０
時

場
小
出
郷
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

￥
５
０
０
円
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
付
、

全
席
自
由
）
※
チ
ケ
ッ
ト
は
小
出

郷
文
化
会
館
、
出
演
舞
踊
団
体
に

て
販
売
中

演
地
元
舞
踊
団
体
３９
団
体
、
総
勢

２
３
５
人

問
舞
踊
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

☎
７
９
７
・
２
１
７
０

催
　
　
　
し

◆◆
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
４
月
２６
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
だ
あ
れ
だ

だ
れ
だ
」、「
ぽ
ぽ
ん
ぴ
ぽ
ん
ぽ

ん
」、「
ち
ょ
う
ち
ょ
は
や
く
こ

な
い
か
な
」、
紙
芝
居
「
シ
ャ
カ

シ
ャ
カ
ふ
り
ふ
り
あ
さ
ご
は
ん
」、

「
じ
ょ
う
ず
じ
ょ
う
ず
」
な
ど
を

読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆◆
小
出
歴
史
散
歩
　
　
　

「
小
出
島
コ
ー
ス
」

　

小
出
島
の
寺
社
・
石
仏
・
石
碑

等
を
め
ぐ
り
、
郷
土
の
歴
史
や
信

仰
を
再
発
見
し
ま
す

日
５
月
１８
日
㈯
９
時
～
１２
時

受
付
…
小
出
北
部
公
民
館
に
て
８

時
５０
分
か
ら
、
出
発
…
９
時

内
清
水
川
辺
神
社
、清
水
弁
天
堂
、

観
音
寺
、
小
出
橋
た
も
と
、
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
、
浦
町
二
十
三
夜

塔
、
浦
町
稲
荷
神
社
等
を
め
ぐ
り

ま
す
。

講
八
海
昭
夫
さ
ん
（
魚
沼
歴
史
・

民
俗
の
会
）

対
３
時
間
程
度
歩
け
る
人

定
先
着
２０
人

￥
無
料

持
筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
雨
具
等

歩
き
や
す
い
靴

〆
５
月
１４
日
㈫

申
小
出
北
部
公
民
館
内

☎
７
９
２
・
５
３
３
６

（
平
日
９
時
～
１６
時
）

対
ど
な
た
で
も
￥
小
中
学
生

５
０
０
円
、
一
般
１
、５
０
０
円
、

当
日
徴
収
（
年
会
費
・
昼
食
代
含

む
）
〆
４
月
１６
日
㈫

申
魚
沼
市
囲
碁
将
棋
会
・
渡
部　

☎
℻
７
９
２
・
３
２
５
８（
１３
時
～
１７
時
）
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 きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ　

約
５
千
人
の
中
学
生
を
受
入
れ
、
農

業
体
験
等
を
行
う
「
自
然
体
験
教
室
」。

こ
の
協
定
を
結
び
、
調
印
式
を
行
っ
た

の
は
東
京
の
何
区
で
し
ょ
う
か
？

①
「
足
立
区
」

②
「
練
馬
区
」

③
「
世
田
谷
区
」

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
４
月

２４
日
㈬
ま
で
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
の
写
真
の
迫
力
あ
る
竜
の
木

彫
り
は
、
下
村
さ
ん
が
彫
っ
た
も

の
で
す
。
今
に
も
動
き
出
し
そ
う

な
躍
動
感
溢
れ
る
竜
で
す
が
、
下

村
さ
ん
の
職
業
は
彫
刻
家
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
職
は
何
と
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
コ
ッ
ク
さ
ん
で
す
。
現

在
は
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
役

時
代
は
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修

行
し
、
四
国
の
松
山
で
料
理
長
と

し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
た
筋
金
入

り
の
料
理
人
で
す
。ご
本
人
曰
く
、

彫
刻
な
ど
の
創
作
活
動
は
独
学
で

あ
り
、あ
く
ま
で
趣
味
だ
そ
う
で
、

「
自
分
の
（
彫
刻
）
な
ん
て
、
専

門
に
や
っ
て
る
方
か
ら
見
れ
ば
、

技
術
も
仕
上
が
り
も
全
然
」
と
、

謙
遜
さ
れ
ま
す
。

　

下
村
さ
ん
は
コ
ッ
ク
時
代
、
ア

イ
ス
カ
ー
ビ
ン
グ
を
し
て
い
た
経

験
を
お
持
ち
で
す
。
時
間
の
経
過

と
と
も
に
溶
け
て
い
く
氷
を
相
手

に
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
繊
細
な

彫
刻
を
作
る
た
め
に
は
、
い
か
に

素
早
く
仕
上
げ
る
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら

か
、
下
村
さ
ん
は
彫
刻
を
作
る
際

も
下
絵
は
な
く
、
頭
の
中
で
設
計

図
を
描
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仕

上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

　

３
月
２
日
、
竜
光
区
内
で
開
催

さ
れ
た
『
竜
光
・
玉
川
法
人
会
交

流
会
』
に
お
目
見
え
し
た
の
が
、

雪
山
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
た
大
き

な
竜
の
雪
像
で
す
。
こ
れ
も
下
村

さ
ん
が
作
っ
た
も
の
で
、
使
用
し

た
道
具
は
ス
コ
ッ
プ
１
本
、
そ
し

て
驚
く
こ
と
に
半
日
で
こ
れ
を
作

り
上
げ
た
そ
う
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
東
京
の
子
ど
も
た
ち

も
雪
遊
び
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

た
そ
う
で
、
そ
の
時
の
様
子
を
話

す
下
村
さ
ん
に
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

　

お
皿
に
盛
り
つ
け
る
繊
細
な
料

理
か
ら
、
大
地
に
描
く
勇
壮
な
竜

ま
で
、
そ
れ
を
見
る
人
達
を
笑
顔

に
す
る
下
村
さ
ん
の
創
作
活
動
。

　

次
は
ど
ん
な
材
料
で
、
何
が
出

来
上
が
る
の
か
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊
３
月
31
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
３
世
帯
８
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人　

※
先
月
か
ら
変
更
な
し
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「
食
」
を
通
じ
た
取
組
を
進
め
ま
す

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

建設室　☎７９９－４６０１
E ﾒｰﾙ：kensetsu@city.uonuma.niigata.jp
都市整備室　☎７９９－３１３４
E ﾒｰﾙ：toshiseibi@city.uonuma.niigata.jp

№11

こちらです。
窓口は

土木課（広神庁舎１階）

■
主
な
業
務

【
建
設
室
】

○
維
持
管
理
班
…
法
定
外
公
共
物
、
道
路
認
定
、

道
路
占
用
・
使
用
許
可
、
そ
の
他
道
路
行
政
、
河

川
占
用
、
砂
防
・
地
す
べ
り
防
止
、
国
・
県
へ
の

要
望
、
国
・
県
が
行
う
土
木
事
業
の
協
力
、
道
路

の
維
持
管
理
、
道
路
除
雪
、
消
融
雪
施
設
の
維
持

管
理
、
河
川
管
理
、
雪
寒
道
路
施
設　

な
ど

○
工
務
係
…
道
路
の
新
設
・
改
良
、
河
川
改
修
、

土
木
施
設
の
災
害
復
旧　

な
ど

【
都
市
整
備
室
】

○
都
市
整
備
係
…
都
市
計
画
の
策
定
・
決
定
、
都

市
景
観
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
許
認
可
、
都
市

公
園
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
都
市
計
画
道

路
事
業
、
宅
地
造
成
、
緑
化
の
推
進
、
公
園
等
の

維
持
管
理　

な
ど

○
建
築
住
宅
係
…
建
築
・
住
宅
等
に
係
る
計
画
策

定
、
克
雪
住
宅
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
許
認
可
、

建
築
資
材
の
再
資
源
化
、
公
営
住
宅
等
の
供
給
計

画
・
建
設
、
公
営
住
宅
等
の
施
設
管
理
、
公
営
住

宅
等
の
入
居
管
理　

な
ど

ひとのうごき （2 月 21 日～ 3 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

下村  芳弘 さん
（竜光）

竜光の雪山に彫られた竜。下村さん
がスコップだけで彫った超大作です。

※アイスカービング…結婚式などに登場する氷の彫刻を作ること。

　

魚
沼
に
も
春
の
訪
れ
と
と
も

に
、
雪
の
下
で
じ
っ
と
春
を
待
っ

て
い
た
生
き
物
た
ち
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
厳
し
い
雪
国
の
暮
ら
し

か
ら
一
気
に
解
放
さ
れ
、
残
雪
を

抱
く
魚
沼
の
山
々
の
絶
景
に
誰
も

が
感
動
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
魚
沼
市
も
平
成
２５
年
度

の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

二
期
目
の
最
初
の
予
算
で
は
、「
魚

沼
市
版
緑
の
分
権
改
革
」
や
「
新

病
院
建
設
」
な
ど
、
一
期
目
に
検

討
を
重
ね
、
積
み
上
げ
て
き
た
事

業
の
継
続
を
進
め
な
が
ら
、
今
年

度
か
ら
新
た
な
政
策
と
し
て
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
柱
と
す
る
「
食

育
推
進
事
業
」
を
市
政
発
展
の
成

長
戦
略
と
し
て
、
多
方
面
か
ら
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
り
ま
す
。

　

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
で
地

域
医
療
体
制
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
ほ
か
、
食
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
や
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
発
展
、

地
域
・
家
庭
の
教
育
力
強
化
な
ど

を
視
野
に
、
全
庁
的
な
推
進
体
制

で
取
り
組
ん
で
行
く
考
え
で
す
。

　

す
で
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
先

進
地
が
あ
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通

り
で
す
が
、
特
に
食
育
政
策
に
お

い
て
は
、
市
民
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
が
成
功
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

魚
沼
市
に
お
け
る
「
食
育
推
進

事
業
」
に
多
く
の
市
民
か
ら
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、４月２５日（木）です。

馬場　仙治　　春日町　　　９２歳
森山　タカ　　堀之内宮原町　１０２歳
北村　サキ　　堀之内駅前通　８８歳
宮　　直治　　学校町　　　９１歳
佐藤　守行　　堀之内東町　６７歳
大井　君子　　田川　　　　８９歳
上村　キク　　新田　　　　９５歳
五十嵐喜一　　下倉新田　　８５歳
小林　正吾　　竜光一　　　７０歳
猪又　俊雄　　浦町七　　　６９歳
山田　フミ　　浦町七　　　７８歳
井口ハルヨ　　青島上　　　９９歳
中村　賢治　　板木　　　　９０歳
宮里　トメ　　虫野　　　　９９歳
佐藤昭三郎　　上ノ原　　　８５歳
井口　ヒデ　　上ノ原　　　８５歳
米山　　夏　　七日市　　　８８歳
佐藤　ヨキ　　下田　　　　８３歳
高橋　キイ　　栗山　　　　９１歳
滝沢　トミイ　並柳　　　　９８歳
田中　久夫　　今泉　　　　６９歳

大家　清司　　中島　　　　７８歳
池田　弥一　　池平　　　　９４歳
大塚　彦𠮷　　守門宮原　　９３歳
大平　元二　　守門宮原　　８８歳
平井　孫一　　守門宮原　　８９歳
大桃　　茂　　渋川　　　　９０歳
大平マスミ　　長鳥　　　　８５歳
横山　　昇　　西村　　　　８９歳
布沢　春松　　横根　　　　７５歳
五十嵐直司　　穴沢　　　　５６歳
浅井　光広　　芋鞘　　　　８１歳
佐藤ケサヲ　　平野又　　　９０歳

眞嶋　　渚
なぎさ

　和也・あけみ　河原町
下村　侑

ゆうせい

聖　寿基・美紀　堀之内宮原町
田澤里

り ほ な

穂奈　家一・有子　　青島中
岡部　　慎

しん

　義彦・野衣　　青島下
森山　美

そ ら

空　拓海・洋美　　　板木
佐藤愛

ま り か

里花　勉・絵里　　　　大浦
日下部乃

の あ

愛　積・未緒　　　上ノ原
渡部　琉

る い

依　雄太・亜弥　　七日市  

人口 うち外国人 増減
男 19,577 35 -38
女 20,579 146 -18
計 40,156 181 -56

世帯数 13,590 +2

人口と世帯数（Ｈ 25.3.1 現在）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

前
回
の
正
解
は
、「
③
弥
三
郎
ば
さ
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
桜
井
恵
美
さ
ん
、
多
田
博
子

さ
ん
、
諏
訪
淳
一
さ
ん
、
貝
瀬
花
子
さ
ん
、
南

雲
ジ
ヤ
ウ
さ
ん

【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】
阿
達
俊
男
さ
ん
、
松

田
貴
子
さ
ん
、
阿
尾
サ
チ
さ
ん
、
田
中
綾
さ
ん
、

中
村
智
和
さ
ん



魚
沼
市

児童絵画
魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ

発行：魚沼市　　編集：魚沼市総務課 秘書広報室　
〒９４６ー８６０１　新潟県魚沼市小出島１３０番地１　☎０２５－７９２－１４９４
Ｅメール：reference@city.uonuma.niigata.jp　魚沼市役所ホームページ：http://www.city.uonuma.niigata.jp/

編
集
後
記

表
紙
の
写
真
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ミニミニクッキング！
Good!

　

市
内
の
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
取
材
先

の
中
学
校
の
周
囲
は
ま
だ
高

い
雪
壁
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、そ
の
雪
壁
に
も
「
祝
・

卒
業
」
の
文
字
を
描
き
、
お

祝
い
ム
ー
ド
を
演
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

卒
業
は
少
し
寂
し
い
も
の

で
す
が
、
カ
メ
ラ
を
向
け
た

皆
さ
ん
は
、

門
出
に
ふ
さ

わ
し
い
爽
や

か
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

「パーティかいじょうへどうぞ」
１年  髙 橋  春 稀  さん

「
重
い
！！
金
の
の
べ
棒
」

                        

６
年  

渡 

部  

大 

起  

さ
ん

今月は宇賀地小学校の
児童の作品です

№

99

no.99

菜の花と赤ピーマンの和え物（副菜）

①菜の花は茹でて水にとり、４ｃｍ長さに切る。

②赤ピーマンはせん切りにし、さっと茹でる。

③長ねぎはみじん切りにしてＡと合わせる。

④菜の花、赤ピーマンを③で和える。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　32kcal　　たんぱく質　2.7 ｇ
脂質　1.1 ｇ　　炭水化物　4.3 ｇ　　塩分　0.5 ｇ

減塩のポイント：薄味でも野菜をおいしく食べるには、“調味

料はかけるより和える”が鉄則です。旬の野菜を用い、水気を

よく切ってから和えるとおいしくいただけます。

菜の花独特のほろ苦さも楽しみましょう。
菜の花　　　　　１／２把

赤ピーマン　　　１／２個

長ねぎ　　　　　１／２個

しょうゆ　　　小さじ１

だし汁　　　　小さじ２

ごま油　　小さじ１／２｛A
材料（2 人分）

　

新
潟
・
福
島
豪
雨
水
害
以

来
、
初
め
て
只
見
線
で
会
津

ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
代

行
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
え
る

早
春
の
山
河
と
寸
断
さ
れ
た

鉄
橋
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
、

癒
え
ぬ
傷
跡
を
印
象
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
娘
の
初
め
て
の

一
人
旅
は
、
会
津
の
ば
あ

ち
ゃ
ん
ち
へ
の
只
見
線
の
旅

を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
全
線
復
旧
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
）


